
Special feature article

37JR EAST Technical Review-No.50

ました。その後、澤本よりJR東日本のデータ活用

の現状について説明致しました。

ここで、パネリストの皆様から紹介していただい

た取組み事例を基に、松島様に「“現場”の見え

る化」と「“経営”に資するデータ分析」という2つ

のキーワードを挙げていただき、それぞれのキーワー

ドについて、パネリストの皆様と議論しました。

一つ目のキーワードである「“現場”の見える化」

においては、田中様より“リアルタイム”にデータを

収集し、データ分析を行い、これらをつなげること

がカギとなる、西野様より、“リアルタイム”に対応す

るために、情報を共有するクラウド技術、情報を取

得するセンサー技術、情報を守るセキュリティ技術

が大切であると述べられました。

世の中には、様々なデータが溢れています。こ

のデータを価値化し経営に活かすことが重要となっ

てきます。そこで、パネルディスカッションでは、「経

営に資するデータ活用」と題して、ICT分野で先

端をいく企業の方々にお越しいただきディスカッショ

ンを行いました。

最初にパネリストの方より自己紹介及びICTを活

用した取組事例を紹介していただきました。

ヤマトホールディングスの田中様からは、NEKO

システムやバリュー・ネットワーキング構想について、

大阪ガスの河本様からはビジネスアナリシスセンター

の紹介と現在取り組まれているミッションを、日立製

作所の西野様からは新たな資源としての“データ”

について、利活用含めた考え方を述べていただき
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日立の西野様からは、他社の成功事例を自社に

置き換えて考えることの重要性、パートナーとのデー

タ共有の必要性について述べていただきました。

この後、会場で聴講されていた、イーアセットマ

ネジメント社長のデーヴィス様に登壇して頂き、ICT

で生み出す価値が何であるかを鮮明にしなくてはな

らなく、その一手法としてアセットマネジメントが挙げ

られるとの言葉をいただきました。

議論のまとめを松島様に行っていただき、データ

活用というのはヒューマン要素があるため、様々な

課題があり、それをどう乗り越えていくかを考えてい

かなくてはならないと述べられ、最後に、澤本より、

今回の議論させていただいたことを基に、積極的

にデータの活用を進めていきたいと意気込みを述べ

閉会いたしました。

二つ目のキーワードである 「“経営”に資するデー

タ分析」では、河本様より分析課題を見つけること

の重要性やデータ分析でビジネスを変えようとする

強い思いを、西野様には、現場の人から経営陣ま

で皆が同じデータを見ることの重要性、データを価

値に変えるためには、目標設定が不可欠であると

述べられました。

また、JR東日本からこれからの注目する技術は

何かを伺った所、AI技術を挙げられ、データが多

くなる中でAI技術を用いて、コンピュータに任せら

れることはコンピュータが行い、人間は経営判断を

重点的に行った方が良いとも述べられました。

その後、澤本よりJR東日本の取組みを紹介させ

ていただきました。

「“現場”の見える化」では、“グリーン情報シス

テム”と“SNSの利用”でお客さまの声の取得、“運

転状況の可視化”として列車状況や混雑状況を、

「“経営”に資するデータ分析」では、“データ分

析における業務革新”としてCBMを紹介いたしまし

た。その後、各パネリストの皆様からご意見を頂き

ました。

田中様より、情報提供をするとお客さまにもデータ

（経験）が集まり、それに対して新たな問題が起

きるのではないかという質問をいただきました。それ

に対し、澤本より、より正確な情報を提供していく

ため、臆せずに努力していきたいと思っていると回

答しました。

河本様より、数年前までは“データ分析でビジネ

スを変える”と思っていたが、今は“現場が勘と経

験に加えてデータ分析も武器にして日本の現場力を

レベルアップさせること”であると思っており、その

ためには、現場の信頼を蓄積していかなくてはなら

ないと述べられました。
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